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自閉性障害児 の 同一 見 本合わせ 課題 に お け る維持課題挿入 の 効果

高浜　浩二   高橋　学
＊  野呂　文行

＊

　本研究で は 同
一

見本合 わせ 課題の 遂行 に 困難 を示す 自閉性 障害児 2 名 を対象 に 、散

在手続 きを用 い た指導 を実施 し、同一見本合 わせ の 成立が促進 され る かに つ い て検討

した 。 そ の 結果、標 的課題 の 間に維持課題 を挿入 す る散在手続 きを導入 した条件 にお

い て、同
一

見本合 わせ が 成立 した 。 また 、 ユ名に つ い て は散在手続 きの 導入 後 、 標 的

課題 の み を提 示する 条件 にお い て も同
一

見本合 わせ が徐 々 に成 立 し て い っ た 。 もう 1

名に つ い て は維持課題 を段 階的 に 撤去す る こ と に よ っ て 、標 的課題 の み を提示 した条

件にお い て 同
一

見本合わせ が 成立 した 。
こ の こ とか ら、（ユ）散在手続 き の 導入が 同

一
見

本合 わせ の 成立 を促進 した こ と 、 （2＞維持課題で 強化 され た刺 激性制御が 標的課題 に般

化 した可能性 、 （3）般化が 行動的 モ メ ン タ ム に帰 因す る 可能性 、（4）維持課題か ら標的

課題 へ 刺激性制御 が 転移 し た可 能性、が 示唆 さ れ た 。

キ
ー ・

ワ
ー

ド　散在手続 き　 1司一見本合 わ せ 　刺激性制御

L 問 題 の所 在と目的

　発達 障害児の 言語指導や概 念形成 に お い て 、

刺 激 間 関 係 を 学 習 す る た め に 見 本 合 わ せ

（matching −to−sample ）が 多 く用 い られ て きて い

る （小野寺 ・野呂 ，
2006 ；Yamamoto ＆ Sh   izu

，

2001 な ど）。 見本合 わせ は、指導者 の 提 示す る

見本刺 激 と子 どもが 選択す る比較刺激 との対応

関係を形成する もの で ある 。
こ の 中 には 、 見本

刺激 と同
一

の 比 較刺激 を選択 した 時 に強化 され

る 同
一

見本 合わせ 、見本刺激 と類似 した比較刺

激 を選択 した時 に 強化 され る 象徴見本 合わ せ 、

見本刺激 に対応 する比較刺激 を選択 した時 に 強

化 され る恣意的見本合 わせ が ある （佐藤，1983）。

特 に、同一見本 合わ せ の 成立 は、象徴見本合 わ

せ や 恣意的見本合 わ せ へ と発展 さ せ て い く基 礎

となる 。 しか し、発達障害児や 年少健常児 の 場

合 、見本合わ せ の 獲得に 困難 を示す こ とが 多 い

＊

筑波大学大学院 人 間総 合科学研究科
＊＊

筑波大学大学院教育研究科

こ とが 知 られ て い る （小野寺 ・
野 呂，2006）。

　見本合 わせ に は、継時 的 に提示 され る見本刺

激同士 の 弁別 と、同時的 に提示 さ れ る比 較刺激

同 士 の 弁別、見本刺激 と比較刺激 の 双方 に対 す

る観察反応、 の 3 つ の 要素が必 要 で あ る。つ ま

り 、 見 本合 わせ 課題 を遂 行す る た め に 、課題場

面 に お い て 、見本刺激 を見て 、比較刺激 に注 目

し、その 上で 見本刺激 と同 じ刺激 を選ぶ とい う

行動 を獲得す る必 要が ある 。 しか し、自閉性 障

害児 をは じめ と し た 発 達 障害児で は 、刺激 の

過剰選 択性 （stimulus 　overselectivity ）と い う反応

特徴 か ら 、行動 の 獲 得 が 困難 な こ とが あ る

（Keogel ＆ Keogel，1995）。 刺激の 過剰選択性 と

は 、 環境の 中に ある もの を弁 別す る 場合 に、限

定 さ れ た 部分 だ け に 反 応 し て し ま うこ とで あ

る 。 例 えば 、絵 カー ドを使 っ た見本合 わせ 課題

に お い て 、カ ー ドに描 か れ た絵 で は な く、カ ー

ドに つ い て い る 傷 や折 り目 な ど、無 関係 な要 素

に注 目 して 反応 して しま う場合 が あ る （Keogel

＆ Keogel，1995）。 そ の 結果 、 指導者の 意図 し て
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い な い 刺 激性制御 に よ る反応 が強化され る こ と

が あ り 、 適切 な見本 合わ せ の 獲得 を妨げて し ま

うこ とが ある 。 こ の こ とか ら、適切 な刺 激に よ

る刺 激性 制御 を強化 する こ とが 、 見本合 わせ の

獲得 を促進する上 で重要で あ る と考 える ．

　 と こ ろ で 、近 年 、 課題 の 遂行 を改善する 方法

と して 散在手続 き（interspersa1　plocedure ）の 有効

性が指摘 され て きて い る 。 散在手続 きとは、学

習の 標的とな る課題 の 間に 、既 に学習 して い る

維持 課題 を挿入す る方法 で ある 。 こ の 方法は実

施の 容易 さか ら教育現場 な ど、さ ま ざまな場面

で 応用 され て きて い る （Belfiore，　Lee，　Vargas，
＆

Skinner，1997 ；McCurdy ，　Skinner ，
　Grantham

，

Watson ，＆ Hindman ，2001 ；Skinner，2002 ；

Skinner，　Hurst，　Teeple，＆ Meadows ，2002 など）．

な か で も、 散在手続 きの効 果 と して 、標 的課題

で 提示 され る刺 激や 指導者の 教 示へ の 注 意が促

進 され る可能性が 指摘 されて い る （Neef，　Iwata，

＆ Page，1980 ；Noell，　Whitmarsh，　VanDerHeyden ，

Gatti，＆ Slider，　2003）。　Neef　et　al．（1980）で は、重

度聴覚障害の ある青年 と知 的障害 の ある 青年 に

対 し て 、 指導者 に よ っ て 提示 された音声また は

サ イ ン 言語 に対 し、そ れ に対応す る単語 を書字

す る課題 を実施 した 。 標 的課題 の み を提示する

ベ ース ラ イン の 後、標的課 題 に対 し て 非随伴 的

に強化 を与える高密度強化条件 と既 に 書字 で き

る単語 を挿入す る散在手続 き条件 を行 い 、単語

の 獲得数 とそ の 維持率 を比 較 した 。 そ の 結果 、

他の 2条件 に 比 べ て 、散在手続 き条件 の 方 が単

語の 獲得 と維持 にお い て 有効 で あ っ た 。散在手

続 きにお ける先行研 究の 多 くは 、 教科 学習 を標

的課題 に し て い るが 、 見本合 わせ 課題 に対 し て

散在手続 きを適用 した研 究は ない
。

　そ こ で 、本研 究で は 同
一

見本合わ せ 課題 の 遂

行 に困難 を示す 自閉性 障害児 2 名 に対 し て 、散

在手 続 きを用 い た指導を実施 し、同
一

見本合わ

せ の 成立 が促進 され るか に つ い て 検討 する 。 ま

た 、 同
一

見本合 わせ が促進 され た場合 、散在手

続 きの 効果 に つ い て 維持課題が 果た した役割 を

中心 に検討する 。

n ．方 　法

　 1．参加児

　 2名 （A 児 、 B 児）の 自閉性障害児が 本研 究に

参加 した 。

　 A 児 は指 導開始時 の 生活年齢が 7 歳 6 ケ 月の

男児 で あ っ た 。 特別 支援学校小 学部 の 2 年生 に

在籍 して い た 。 生活年齢が 7 歳 0 ケ 月時に 実施

した KIDS 乳幼児発達 ス ケ ール で は、運動 3 歳

4 ヶ 月、操作 2歳 1 ヶ 月、理 解言語 1 歳 7 ヶ 月、

表出言語 1 歳 8 ヶ 月、概念 2 歳 2 ヶ 月、対子 ど

も社会性 1歳 2 ヶ 月、対成人社会性 2 歳 4 ヶ 月 、

しつ け 3 歳 5 ヶ 月、食事 1 歳 9 ヶ 月で あ っ た 。

「ち ょ うだ い 」 な ど数語 の 機能的 な音声言語 が

見 られ 、絵 カ ー ド に よ っ て 好み の 食 べ 物や 活動

を要求する こ とが 可 能で あ っ た 。 しか し、絵 カ

ー ドを使 っ た同
一

見本合わ せ課題 の 遂行 に困難

が み られ た 。

　 B 児は指導開始時の 生 活年齢が 5 歳 11ヶ 月の

男児で あ っ た 。 生 活年齢 が 5歳 6 ヶ 月時 に実施

した KIDS 乳幼児発達 ス ケ
ー

ル で は、運 動 1 歳

7 ヶ月、操作 0 歳 10ヶ 月、理解言語 0歳 7 ヶ 月、

表出言語 0 歳 6 ヶ 月、概念 1 歳 3 ヶ 月、対子 ど

も社 会性 ユ歳 6 ヶ 月 、 対成人社会性 0歳 4 ヶ月、

しつ け 1 歳ユユヶ 月、食事 1 歳 1 ヶ 月で あ っ た 。

機 能的な音声言語 は見 ら れ なか っ た が 、絵 カ ー

ドに よ っ て好 み の 食 べ 物や 活動 を要 求す る こ と

が可能 で あ っ た 。 また、野 菜の 模型 を使 っ た 同
一

見本合わ せ 課題 の 遂行が 可 能で あ っ た 。 しか

し 、ボ ール を使 っ た 色 の 同
一

見本合 わ せ課題の

遂行 に困難が み られ た 。

　 2．場　面

　 2 名 と も大学 に お い て 、週 1 回 60分 の 指導 を

受 けて い た 。 その 中の 10分程度 を使 っ て実施 し

た D

　 3 ．課題設 定

　 A 児で は 、絵カ
ー

ドに よ る要求が可 能で あ っ

た 。 しか し、絵 カ
ー

ドを用 い た 同
一

見本見本合

わせ の 遂行 が 困難 で あ っ た 。 刺激 は 、 生 き物の

絵が 描か れ た 縦 10．2cm 横 11．5cm の 絵 カ ー ドを

用 い た 。 母親 か ら本児 に と っ て な じ み の ある 絵

に つ い て 聞 き取 りを行 い 、そ の 中で 形 の 違 い が
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自閉性 障害児の 同
一

見 本合 わせ 課 題 に お ける 維持課題挿入 の 効果

十分 に 大 き い と考 え られ る刺激 を選定 した 。 そ

の 結果 、標 的課題の 刺激 と して 「あ り」 と 「り

す」の絵カ
ー

ドの セ ッ トを用 い た 。 維持 課題 の

刺激 と して 「えび」 の 絵カ
ー

ドを用 い た。また 、

般化を評価する ため の 刺激 として 、「た こ」 と

「ぞ う」 の絵 カ
ー

ドの セ ッ ト、 「ねずみ 」 と 「う

さぎ」 の絵 カ
ー

ドの セ ッ トを用 い た 。

　 A 児 の 標 的課 題 は 、 「あ り」 と 「りす」 の 絵

カ ー ドを用 い た同
一

見本合 わせ 課題 と した 。

　標的課題 で は 、指導者 と A 児 が 机 を挟 ん で 向

か い 合 っ て 座 っ た 。 は じめ に 、比較刺激で ある

2 枚の 異 なる絵 カ ー
ドを机上 に提示 した 。 次 に 、

見本刺激で あ る絵 カ ー
ドを A 児の 目 の 前 に提示

し 、 比 較刺激の 中か ら同 じ絵カ ー
ドを渡す こ と

を求め た 。 正 反応 の 場合に は、言語賞賛 と くす

ぐりな どの 身体強化 を行 い 、次の 試行 に移行 し

た 。 誤 反応 の 場合 に は、「ブ ー」 と い う音声 フ

ィ
ー ドバ ッ ク を返 し、もう

一
方 の絵 カ ー ドを渡

す よ うに プ ロ ン プ トを提示 した 。 プ ロ ン プ ト提

示後 に正 反応 の 場 合 に も 、 言語賞賛 と くす ぐ り

な ど の 身体強化を行 っ た後、次の 試行 に移行 し

た 。 見本刺激 の提 示順序 お よび比較刺激の 左右

の 提示位置 は ラ ン ダ ム に な る ように提示 した 。

　 また 、 1 枚の 絵 カ ー ドを指導者 に手渡す課題

を A 児 の 維持課題 と した 。 指導者 と A 児が机 を

挟 ん で 向か い 合 っ て 座 っ た 。は じめ に、「えび」

の 描 か れ た 1枚の 絵カ
ー

ドを机上 に提示 した 。

次に、同 じ 「えび」 の 絵カ
ー

ドを A 児の 目の 前

に提示 し 、 机上 に ある 同 じ絵 カ
ー

ドを渡す こ と

を求め た 。 A 児 が絵 カ ー ドを手 渡 した場合、言

語賞賛 と くす ぐ りな ど の 身体強化 を行 っ た 後、

次 の 試 行 に移行 した 。 机上 に提示す る 絵 カ ー
ド

の 位置 は ラ ン ダ ム に なる よ うに、試行毎 に異 な

る位置に提示 した 。

　 B 児 で は 、 実物 を用 い た 形 に よる 同
一

見本合

わせ が 成立 して い た が、色 に よ る 同
一

見本合 わ

せ の 遂行が 困難で あ っ た 。 母親か ら本 人 に と っ

て な じみ の ある 物 品 に つ い て 聞 き取 りを行 い 、

その 中で 色の 次元の み に 違 い があ る もの を刺激

と して選定 した 。 そ の 結果、色付きの ボ
ール を

用 い た 色 の 同
一

見本 合わ せ 課題 を標的課題 と し

た。標的課 題 で は 、刺激 と して 直径 3cm の 色付

きの プ ラ ス チ ッ クボ
ー

ル を用 い た 。 また、刺激

提示 の た め に 、 幅 4cm 高 さ 3cm 奥行 き 8cm の

ボ ール 紙製の 箱 を用 い た 。 箱 は仕切 りで 上 下 2

つ の セ ル に分 けられて お り、上 部の セ ル に は比

較刺激 の ボ
ール を入 れ た 。下 部の セ ル は 、見本

刺激 の ボ
ール を入 れ る ため 、空で あ っ た 。

　プ ラ ス チ ッ クボ
ー

ル の 色 に つ い て は、提示 さ

れ る刺激 間 の 色 の 違 い が 十分 に大 きい と考え ら

れ る色 を選定 した 。 そ の 結果 、 標的課題 お よび

維持 課題 で は水色 と橙色 の プ ラ ス チ ッ クボ
ー

ル

を用 い た 。 ま た 、 般化 を評価 する た め の 刺激 と

し て 、赤色 と青色 の プラ ス チ ッ ク ボ ール の セ ッ

ト、 緑色 と黄色 の プラ ス チ ッ クボ ール の セ ッ ト

を用 い た。

　標 的課題 で は、指導者と B 児が 机を挟んで 向

か い 合 っ て 座 っ た 。 は じめ に 、B 児 の 机上 に箱

を 2 つ 提 示 した 。 箱 の 上 部の セ ル に は、それ ぞ

れ異 なる色の ボ
ール が 1個ず つ 入 っ て い た 。 次

に 、 B 児に見本刺激で あるボ
ー

ル を 1 つ 手渡 し

た 。指導者は、同 じ色 の ボ
ー

ル が入 っ た箱に 手

渡 した ボ
ー

ル を入れ る こ とを求め た 。 正 反応の

場合 に は 、 言語賞賛 と くす ぐりな ど の 身体強化

を行 っ た後、次の 試行 に移行 した 。 誤反応の 場

合 に は 、同 じ見本刺激 と比 較刺激で 再試行を実

施 した 。再試行で 正反 応 の 場合 に は、言 語 賞賛

とくす ぐ りな どの 身体強化 を行 っ た後 、 次の 試

行 に移行 した 。 再試行 で も誤反応で あ っ た場合

に は 、 B 児が 見本刺激 を手 に取 っ た直後 、 同 じ

色 の 比 較刺激 を指差 して 、プ ロ ン プ トを提示 し

た 。 プ ロ ン プ トを提示後 の 正反 応の 場合 に は 、

言語 賞賛 と くす ぐ りな ど の 身体 強化 を行 っ た

後、次 の 試行 に移行 した 。 見本刺激 の 提 示川頁序

お よび比較刺激の 左右の 提示位置 は ラ ン ダ ム に

な る よ うに提示 した 。

　 また 、箱 を 1 つ 提示 し、そ こ に ボ ール を入 れ

る課題 を B 児 の 維持課題 と した 。 指導者 と B 児

が 机 を挟 ん で 向 か い 合 っ て 座 っ た 。 は じめ に 、

ボ ール の 入 っ た箱 を 1 つ だ け提示 した 。 箱の 上

部の セ ル には、ボ
ール が 1個入 っ て い た 。 次に、

箱 に入 っ て い る ボ ール と同 じ色 の ボ ール を B 児
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に 1 つ 手渡 した
。 指導者 は箱 に手渡 したボ

ール

を入れ る こ とを求め た 。 正 反 応の 場合に は
、 言

語賞賛 と くす ぐ りな ど の 身体強化 を行 っ た後、

次 の 試行 に 移行 した 。

　指導 開始前 、A 児、　 B 児両名 の 標 的課題 に お

い て 、机 上 の 刺激 を見 ず に 、 横 を 向 きなが ら、

ま た は指 導者 の 顔 を見 なが ら、刺激 を選択す る

様子が見 られ た。そ の 結果、A 児で は、左 右 ど

ち らか
一

方に提示 され た 刺激 の み を選択 し続 け

る とい う誤反応 の傾 向が観察 され た 。 また 、 B

児で は、前 の 試行で 強化 され た位置の 箱 に ボ ー

ル を入れ る と い う誤 反応 の 傾 向が 見 られ た 。 さ

ら に 、 B 児 に 対 し て は 、　 Saunders　and 　Spradlin

（1989）の 試行 ブ ロ ッ ク化手続 き （Blocked 　trial

procedures）を用 い た指導 を実施 した 。 しか し、

誤反応 の 傾向 は指導前 と変 わ らず、標的課題 の

遂行は改善され なか っ た 。

　 4．手続 き

　 （1）見本刺激 固定条件 ：本条件は B 児 に 対 し

て の み 実施 した 。 試行 ブ ロ ッ ク化手続 きを導入

した時の 見本合わせ 課題の パ フ ォ
ーマ ン ス を評

価す る た め に実施 した 。 本 条件 で は 、水色 と橙

色 の ボー
ル を使 っ た標 的課題 の み を提示 した 。

ただ し 、 見本刺激 は常 に水色 を提示 した。 1 試

行毎 に 30秒程度の 休憩 を挟 ん だ 。

　（2） ベ ース ラ イ ン 及 び プロ ー
ブ条件 ：標 的課

題の み を提示 し た 時の パ フ ォ
ー

マ ン ス を評価す

る た め に 実施 した。A 児は、「あ り」 と 「りす」

の 2枚 の 絵 カ
ー

ドを使 っ た 同
一

見本合 わせ 課題

を標 的課 題 と し て 実施 した 。 8 試行 を 1 ブ ロ ッ

ク と して 、 ブ ロ ッ ク 毎に 1 分程度の 休憩 を挟 ん

だ 。 B 児 は 、橙 色 と水色の ボール を使 っ た 同
一

見本 合わせ 課題 を標 的課題 と して 実施 した 。 1

試行毎に 30 秒程度 の 休憩 を挟 んだ。

　（3）維持課題 挿入 条件 ：標的課題 の 間に 維持

課題 を挿入 する こ とが 、 標的課題 の パ フ ォ
ー

マ

ン ス に与える効果 を評価 す る た め に 実施 した 。

A 児で は、維持課題 1 試行 を実施 し た後 に 、標

的課 題 を 2 試行 実施す る こ とを繰 り返 した。標

的課 題 8 試行 に 対 し て 維持 課題 を4試行挿入 し

た 。 標 的課題 と維持課題 を合 わせ た合計 12試行

を 1 ブ ロ ッ ク と して、ブ ロ ッ ク毎に 1 分程 度の

休憩 を挟 ん だ 。 B 児で は 、 維持課題 2 試行 を実

施 し た 後に 、 標 的課題 1試行 を実施す る こ とを

繰 り返 した 。 B 児の 維持課題 で は 、直後の 標的

課題 にお い て 見本刺激 と して 提示す る 同 じ色の

ボ
ー

ル を提示 した 。 例 えば 、標 的課題 の 試行 で

橙色 の ボ
ー

ル を提示 する場合 に は 、 直前の 維持

課題 2 試行 で は 同 じ橙色 の ボ
ー

ル を提 示 した 。

標 的課題 4 試行 に対 して 維持課題 を 8 試行挿入

した 。 維持課題 2試行 と標的課題 1試行 を 1 ブ

ロ ッ ク として 、 ブ ロ ッ ク毎 に 30秒程度の 休憩 を

挟 ん だ。そ の 他 は ベ
ー

ス ラ イ ン と 同様で あ っ

た 。

　 （4）維持課題 フ ェ イ デ ィ ン グ条件 ：本条件 は

A 児 に 対 して の み 実施 した 。維持課題 を段階的

に 撤去する こ とに よ っ て 、標的課題の パ フ ォ
ー

マ ン ス が維持 され るか を評価す る ため に 実施 し

た 。 標 的課題 8試行 に 対 して 、維持課題 を 4試

行 か ら 1試行ま で 段階的 に撤去 し た 。標的課題

にお け る 1 ブ ロ ッ ク の 正 反応率 に よ っ て 、次 の

ブ ロ ッ ク の 維持課題 の 試行 数を増減 させ た 。 正

反応 率が 100％ の 場 合 は次の ブ ロ ッ ク の 維持課

題 を 1試行減 らし、正 反 応率が 87．5％ の 場合 は 、

次の ブ ロ ッ ク も同 じ試行数 と し 、 正 反応率 が

75％ 以 下 の 場合 は次 の ブ ロ ッ ク の 維持 課題 を 1

試行増や した 。 そ の 他 は ベ
ー

ス ラ イ ン と同様で

あ っ た 。

　 （5）般化 プ ロ ー
ブ条件 ：般性 同一見本合わ せ

課題 の パ フ ォ
ーマ ン ス に つ い て 評 価す る た め に

実施 した 。 本 条件 で は、標的課題 の み を提示 し

た 。 た だ し、提示 した刺激 は 未訓 練の刺激 を用

い た 。 A 児 で は 「た こ 1 と 「ぞ う」 の 絵 カ
ー

ド

の セ ッ ト、「ねずみ 」 と 「うさ ぎ」 の 絵 カ ー ド

の セ ッ ト を用 い た
。 B 児 で は 、 赤色 と青色の ボ

ール の セ ッ ト、緑色 と黄色 の ボ
ー

ル の セ ッ ト を

用 い た 。 そ の 他 は ベ
ー

ス ラ イ ン と同様 で あ っ

た。

　 5．従属変数

　記録 は全 て 行動 観察法 の 訓練を受けた大学 院

生 2名 が行 っ た 。 第 1観察者 は 課題 場面 を直接

観 察する こ とに よ っ て記録 を行 っ た。第 2観察
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者は課題場面 を録画 した VTR を使 っ て記録 を行

っ た 。 同
一

見本合わせ 課題 の遂行 の指標 と して 、

標的課題 における 1 ブ ロ ッ クあた りの 正反応率

を算出 した 。 A 児で は 8試行 を 1 ブ ロ ッ ク と し、

B 児で は 4 試行 を 1 ブ ロ ッ ク と した。また、ブ

ロ ッ ク毎 に、比 較刺激の 提 示位置毎 の 正 反 応率

と見本刺激毎の 正 反 応率を記録 した 。

　 6．実験デザイ ン

　 A 児 に つ い て は維持課題 挿入条件お よび維持

課題 フ ェ イ デ ィ ン グ 条件の 効果 を明 らか に す る

ため 、反転 デザ イ ン （ABABACA ）を用 い た 。
　 B

児で は条件 間の 般化 を測定す る た め に、見本刺

激 固定条件の 後 、マ ル チ プ ロ ー
ブデザ イ ン を用

い た 。

　 7 ．信頼性

　参加児 2名の 全 デ
ー

タの 30％ に つ い て 、 観察

者 間 の
一

致率を求め た 。

一
致率は、観察者間の

一
致数 を

一
致数 と不

一
致数 を足 した値 で 除 した

値 に 100を掛 ける こ と に よ っ て 算 出 した 。 その

結果、 2 名 と も に 100％ の
一

致率で あ っ た 。

皿．結 　果

　 1． A 児の結果

　 A 児 の 各条件に お け る標 的課題 の 正 反応率 、

比較刺激 の 提示位 置毎の 正 反応率お よび見本刺

激毎 の 正 反応率の 推移 を Fig．1 に示 した 。
ベ

ー

ス ライ ン 条件で は 、 刺激 の 提示位置 に よ っ て 正

反応率 に 大 きな差が見 られ 、課題全体 の 正反応

はほ ぼ チ ャ ン ス レ ベ ル で あ っ た 。 維持課題挿入

条件 で は ベ
ー

ス ラ イ ン 条件 に 比 べ 、正 反応率が

上 昇 し、導入後 2 ブ ロ ッ ク で 正反応率 が 100％

に達 した 。 しか し、直後 の プ ロ
ー

ブ条件で は正

反応 率が低下 し、 3 ブ ロ ッ ク の 平均正 反応率 は

66．7％ で あっ た 。

　二 度目 の 維持課 題 挿入 条件 で は導入直後 に 、

見本刺激 に よ っ て 正 反応率 に 差が 見 られ た 。 し

か し、セ ッ シ ョ ン が 進む に従 い 、そ の 傾向は消

失 した 。 維持課題挿入 条件後 、 8 ブ ロ ッ クで正

反応率が 100％ まで 上 昇 した。 しか し、直後の

プ ロ ーブ 条件で は 再 び 正 反応率が 低下 し 、 3 ブ

ロ ッ ク の 平均正反 応率は 66．7％ で あ っ た 。 続 く、

維持課題 フ ェ イ デ ィ ン グ条件 で は、高 い 正 反応

率 を維持 しなが ら維持課題が撤去 された 。 その

直後の プ ロ ーブ条件で は100％ の 正 反応 率を示

した 。続 く般化プ ロ
ー

ブ条件にお い て も高 い 正

反応率を示 し、平均正反応率は 91．7％ で あ っ た 。

　 2． B 児 の結果

　 B 児 の 各条件 に お け る標的課題の 正反応率 の

推 移 を Fig，2 に 示 した 。 また 、比較刺激 の 提示

位 置毎の 正反応率 の 推移 を Fig，3 に、見本刺激

毎の 正 反応率 の 推 移を Fig ．4 に示 した 、見本刺

激固定条件 にお い て 、正 反応率は チ ャ ン ス レ ベ

ル で 、比較刺激の 提示位 置毎の正 反応率 に も違

い は 見 られ なか っ た 。

　維持課題挿入条件で は 、 導入後 2 ブ ロ ッ ク で

正 反 応率が 100％ まで 上 昇 した 。 そ の 後 、セ ッ

シ ョ ン が 変わ っ た最初の ブ ロ ッ ク で 正 反応率 が

50 ％ ま で 低 下 し、続 くブ ロ ッ ク で 正反 応率 が

100 ％ ま で 上 昇 す る傾 向が た び た び見 られ た 。

正反応率が低下 した ブ ロ ッ ク で は 、比較刺激 の

提示位 置毎 の 正 反応率 に 大きな差が 見 られ た 。

しか し、セ ッ シ ョ ン が 進む に つ れ て 正 反 応率が

安定 し、セ ッ シ ョ ン の 最初の ブ ロ ッ ク にお け る

正 反応率の 低下 は見 られ な くな っ た 。 それ に対

し て 、
ベ ー

ス ラ イ ン 条件で は維持課題挿入条件

に 比 べ て 、正 反応率が 低下 し た 。 維持課題挿 入

条件 に お ける正 反応 率が 安定 し て い くに従 い 、

ベ
ー

ス ラ イ ン条件 の 正 反応 率 も上昇 し、 100％

に安定 した 。 そ の 後、般化 プ ロ
ー

ブ条件にお い

て も、正 反応率は 100％ を維持 して い た 。

】V．考 　察

　本研 究で は 2名 の 自閉性障害児 の 見本合わ せ

課題 に対 し て 、 散在手続 きを用 い た指導 を実施

し、同
一

見本 合 わせ の 成立 を促進 する かに つ い

て 検討 し た 。 そ の 結果 、 2 名 と も標 的課題 に維

持課題 を挿入 した条件 にお い て 同
一見本合わ せ

が成立 した。こ の こ とは、散在手続きが 同
一

見

本合わせ の 成 立 を促進する こ とを示唆 して い る 。

　標的課題 に対 して 維持課題 を挿 入 した条件 に

お い て 、見本合 わせが成立 した理由に つ い て 以

下 で 考察す る 。
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Fig．1　 A 児 に おける標的課題 の 正 反応率、位置別 正 反応率、刺激男II正 反 応率の 推移

縦軸 は標 的課題 における正 反 応 の 割合を、横軸は標的課題が実施されたブロ ックの推移 を表す。上段 の グラフ は標 的 課 題 全体 の

正 反応 率 の 推移を表す。中段の グラフ は位置別 の 正 反応の 推移 を表し、右位置 ・左 位 置 とは 正 解 となる比較 刺 激 が 対 象児 か ら見

て どち ら側 に 提 示 され た か を表 して い る。下段 の グラフ は 刺激 別 の 正 反 応率 の 推移を表し、刺激 Aは 「りす」「ぞう」「ねずみ 」を、刺激

Bは 「あ り」「たこ」「うさぎ」を表 して い る。維持課題フェイディンゲ条件に 記 されて い るシャ
ープ   付 きの 数 字 は、標 的 課題 8試行 に 対 し

て、維持課題が 何試 行 挿入されたか を表して い る。
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の 正 反 応 率を表 し、左 位 置・右 位 置 とは正 解 となる比較 刺 激 が 対 象児 から見て どちら側に 提示 されたか を表 して い る。下 段

の グラフ は 刺激別 の 正 反 応 率 を表 し刺 激 Aは 「水 色 」「赤 色 」「黄 色 」、刺 激 Bは 「橙色 」「青色 」「緑 色 」を表 して い る。各プ ロ ッ ト

は 2試行を1ブ ロ ックとして 計算されて い るが、＊

の つ い たブロ ッ クは 1試 行 を1ブロ ックとして 計 算 されて い る。

　本研究の 参加児は両 名 ともに 、 指導開始前 に

比 較刺激 を見ず に 、 左右 どち らか
一

方 に 提示 さ

れ た刺激 を選択 する傾向が 見 られ た 。 その 傾向

は ベ ー
ス ラ イ ン 条件 に お い て も観察 さ れ た 。 A

児で は、ベ
ー

ス ラ イ ン条件 に お い て 比較刺激 の

提示 位 置 に よ っ て 正反応 率 に大 きな差 が 見 ら

れ、選択 反応が 位置 に よ っ て 制御 され て い た と

考え ら れ る 。 B 児で は 、見 本刺 激 固定条件 にお

ける 正反応率が 50％ で あ り、比較刺激同士 の 同

時弁別 が 困難 で あ っ た。 しか し、A 児 の 維持課

題 挿入 条件で は、見本刺激 と同 じも の を選ぶ と

い う条件性弁別 が成立 した 。 B 児の 維持課題挿

入条件 で は、次第 に位 置 に よ る 制御 が消失 し、

条件性弁別が 成立 し た 。 こ れ は 、維持課 題 で 強

化 された 刺激性 制御 が標 的課題 に お い て 般化 し

た た め と考 える 。 維持課題 で は 、絵 カ ー
ドや 色

付 きの プラ ス チ ッ クボ
ール とい っ た弁別 刺激 に

よ る刺激性制御が強化 さ れ た 。 そ の 結果 、 維持

課題 で 提 示 され た 弁別 刺激 と類 似 した 刺激が 、

標的課題 にお い て も弁別刺激 と して 機 能する よ

うに な っ た と考 える 。 こ の こ と は、散在手続 き

に よ っ て 、指導者 の 提示す る刺激 と強化 さ れ る

反応 との 関係性 に対す る注 目が促進 され る とい

う先行研 究 （Neef・et　al．，1980；Noell　et　al．，2003）

の 指摘 とも一致 して い る 。

　また 、維持課 題 に よ っ て 、指導者の 手に あ る

見本刺激と机上 に提示 され る比較刺激 に対 する

観察反応 が促進 され た可能性 も考 え られ る 。
ベ

ー
ス ラ イ ン 条件で は 、両名 とも に標 的課題 に お

い て 、刺激 を見 ずに選択 した り、よそ見を する

傾向が 見 られ た 。 しか し、維持 課題挿 入条件 で

は比較刺激 を見比 べ る 様子が見 られ る よ うにな

っ た 。 維持 課題 で は、絵 カ ー
ドや ボ

ール が机上

の ラ ン ダ ム な 位置 に 提示 され る た め 刺 激 を探す

必要があ り、結 果 と し て 、提示 され た刺激 を見

る観察反応 が 強化 され て い た可 能性 が あ る 。 し

か し、本研 究で は 、刺激 に対す る注視行動 の 記

録 な ど 、 観察反応 に つ い て 直接 的に 示 した デ
ー

タは な く、そ の 促進 効果 に つ い て は今 後の 検討

が 必要で あ る 。
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　 さ ら に 、維持課題で は 選択反応 が 求 め られ な

い が 、同
一

の 色 や形 の 刺激 を渡 す、また は箱 に

入れ る こ とが 求め られた 。 色や 形が同一の 刺激

が 時 間的 、 空 間的 に近 接 して提 示 され る こ とに

よ っ て 、 刺激 間関係が 成 立 す る場 合が あ る こ と

が 指摘さ れ て お り （Leader，　Bames ．＆ Smeets，

1996）、維持 課題 挿入 条件 にお い て 刺激 の 同
一

性 に よ っ て 選択す る と い う学習が 成 立 した可 能

性 も考 え られ る 。 もし、 刺激が 近接 して 提 示 さ

れ る こ と に よ っ て 学 習が 成立 し て い た の な ら

ば 、維持課題 を撤去 し た 条件 に お い て も標的課

題 の 正反応率 は 高 い ままで あ る と考 え られ る 。

しか し、A 児 の プ ロ ー
ブ条件 お よ び B 児 の ベ ー

ス ラ イ ン 条件で は標的 課 題 の 正 反応率 は低 い ま

ま で あ っ た 。
こ れ は

、 維持課題挿入条件に お い

て 見本合 わせ が成立 した要 因 が 、刺激 の 近接提

示 に よる学習 で はな い こ とを示唆 して い る。

　 次 に A 児 の プ ロ
ー

ブ条件お よ び B 児 の ベ ー
ス

ラ イ ン 条件 に お い て 標 的課題 の 正 反応率 が低下

したこ と と、 B 児 の 維持課題挿入条件 に お い て

セ ッ シ ョ ン の 最初の ブ ロ ッ ク で 正 反応 率が低 下

したこ とに つ い て 考察す る 。

　 A 児で は 直首の 維持 課題挿入条件 に おい て 標

的 課題 の 正 反応率が 100％ で あ っ た に も関 わら

ず 、 維持課題 を撤去 した プ ロ
ー

ブ条件で 正 反応

率 が低 下 した 。 ま た、 B 児の ベ ー
ス ラ イ ン 条件

に お い て も同様の 結果が見 られ た 。
こ の こ とは、

標的課 題 における 刺激性制御 の 般化 が 、行動 的

モ メ ン タ ム （behavioral　momentum ）に帰 因す る可

能性を示 唆 して い る 。

　 行動 的 モ メ ン タ ム と は 、反 応が 高密 度で 強化

され る ほ ど、提示 され る 刺激や 強化 ス ケ ジ ュ
ー

ル な どが 変化 した状況 に お い て も、反 応 の 生起

頻 度 が 維持 しや す い こ と を示 した 法則 で ある

（Nevin ，
1992 ；Nevin ＆ Grace，2000）．

こ れ ま で

の 研究 に お い て も、散在手続 き の 機序 と して 、

行動 的モ メ ン タ ム が 機能 して い る可能性が 指摘

され て い る （Belfiore　et 　al ．，1997 ；Browder ＆

Shear，1996；Calderhead，　Fi】ter，＆ Albin ，2006 ；

Horner ，　Day ，　Sprague ，　O
’Brien，＆ Heathfield，

1991）。
つ ま り、 維持課 題 に お い て 絵 カ ー

ドや

色付 きの ボ
ール に よ る 刺激性制御が 高密度で 強

化 さ れ る こ と に よ っ て、標的課題 に お い て も類

似 した刺激性制御 に よる反応 の 生起頻度が高ま

っ た と考 えられ る 。

一
方 で 、 維持課題 を撤去 し

た 条件 に お い て は 、絵 カ ー ドや 色付 きボ
ー

ル に

よ る 刺激性制御 に対 する 強化 の 密度が低 下 した

た め 、標 的課題 に お い て その ような刺激性制御

の 生 起頻度が低下 した と考え られる 。

　 また 、維持課題 を撤 去 した 条件 にお い て も、

同
一

見本合 わ せ が 成 立 した 理 由に つ い て 以下 に

考察する。

　 A 児 で は維持課題 を段 階 的 に撤去す る こ と に

よ っ て 、標的課題 の み を提示する条件に お い て

も同一見本合わせ が成立 した 。 B 児 で は維持課

題 を挿入 し た 条件 に お い て 標 的課題 の 正 反応率

が安定 する に従 い 、標 的課題 の み を提示 する条

件 にお い て も正反応率が上 昇 し、同
一

見本合 わ

せ が成 立 した 。 続 く未訓練 の 刺激が 提示 され る

条件で は 2 名 と も高 い 正 反応率 を示 し、般性 同

一
見本 合 わ せ に つ い て 成立 し た こ とが 示 さ れ

た 。 こ の こ とは、標的 課 題 にお い て 適切 な刺 激

（絵 カ
ー

ドや 色付 きボ
ー

ル ）に よる刺激性制御 に

よる反応 が 繰 り返 し強化 され る こ と に よ っ て 、

刺激性制御 が転移 した可能性 を示唆 して い る 。

　 ベ ー
ス ラ イ ン条件 に お い て 、A 児で は比 較刺

激 の 提示位 置 の 片 方 の み を選択す る 反応が 、 B

児で は片方 の 比較 刺激 の み を選択 する 反応が高

頻度 で 見 られた 。
こ の こ とは、不 適切 な弁別 刺

激 に よる刺激性制御が 、 何 らか の 要因 （例 えば 、

謀題 の 終了 や プ ロ ン プ トの 提示 な ど）に よ っ て

強化 さ れ て い た可 能性 を示 唆し て い る 。 維持課

題 挿入条件 に お い て 、 A 児 で は絵 カ
ー

ドを弁別

刺激 とした 反応が 、 B 児で は標的課題で 提示 さ

れ る の と同 じ水色 と橙色の ボール に対す る反応

が 高頻度で 強化 され た
。 そ の 結果 、標 的課題 に

お い て も類似 した刺激性制御 に よる反 応 の 生起

頻度が 向上 し、絵 カ
ー

ドや 色付きボ
ー

ル とい っ

た弁別刺激 に よ る刺激性制御が繰 り返 し強化 さ

れ た と考 える 。 つ ま り、適切 な刺 激性制御 に 対

する強化率が増 加 し、不適切 な刺 激性制御 に対

する 強化率が 相対的 に減少 し た こ と で 、標 的課
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題 にお い て 維持課題 と類似 した刺激性 制御 が転

移 した可能性 が考え ら れ る
。

　 また、 A 児で は 、標 的課題 に お い て 高 い 正 反

応率 が維持 して い る状況の 元で 、段 階的に維持

課題 を撤去す る こ とに よ っ て 、 少 な い 誤 反 応数

で 維持課題 を撤去す る こ とが で きた 。 こ の よ う

な付加的 な手続 きが 刺激性制御 の 転移 を促進 し

た可 能性 も考え られ る 。 しか し、本研 究 にお い

て それ は明 らか に な っ て お らず、今後の 検討 が

必要で ある 。

　 本研究 の 結果 をまとめ る と 、 次の 通 りで あ っ

た。第
一

に 、標的課題 の 間に維持課題 を挿入 す

る散在手続 きは、同一見本合 わせ の 成立 を促進

する可能性が 示唆 され た。第二 に 、そ の 理 由 と

して 、維持課題 で 強化 され た刺激性制御が 標的

課題 に 般化 した可能性 が 示唆 され た 。 第三 に 、

そ の 機序 と して 行動的モ メ ン タ ム が機能 して い

る 可能性が示唆 され た 。 第四 に、標的課題 に お

い て般化 した刺激性制御 が繰 り返 し強化 され る

こ とに よ っ て 、刺激性制御が 転移 した 可能性 が

示唆され た 。

　散在手続 き は こ れ ま で さま ざ ま な課題 に対 し

て 用 い られて きて い る 。 しか し、見本合 わせ 課

題 に適用 した 例 は な く、本研 究は見本合 わせ 課

題 に お け る散在手続 きの 効果 に つ い て 示す こ と

が で きた点で 重要で ある とい える 。 本研 究で は

標 的課題 で 提示 さ れ る 刺激 を用 い た維持課題 を

挿入 した 。 こ の 手続 きは 既 学習で あれ ば、例 え

ば音声や 文字 な どを用 い た維持課題 を挿入 する

こ とも可 能で あ り、 恣意的見本合 わせ へ の 応用

可 能性が あ る 。 さ ら に 、本研究で は散在手続 き

が刺激性制御 の 転移 を促進す る可 能性 が示 され

た 。こ の こ とは、プ ロ ン プ トに よ っ て 生 起 した

正反応 を、標的課題 にお ける刺激性制御 に 転移

させ る方法 と して も応用が期待で きる 。

　 また、本研究 で は参加児 の ニ ーズ を最大限 に

考慮 した 課題設定 に した た め 、参加児に よ っ て

課題 設定や 使用 した刺激が 異 な っ て い る 。 今後

は、系統 的な実験デ ザ イ ン に用 い て 、 散在 手続

きの 見本 合わ せ の 成立 に与える促進効 果 に つ い

て検討す る必要が ある 。
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Effects　of 　lnterspersing　the　Maintenance　Tasks　in　ldentity

　　　　　Matching・to−sample 　for　Children　with 　Autism

Kohji　TAKAHAMA ＊

，
　Manabu 　TAKAHASHI ＊

  nd 　Fumiyuki　NORO ＊

　　　The　pulpose　of　the　present　study 　was 　to　evaluate 　the　effects 　of 血terspersal 　procedure 　for

identity　matching −to−sample 　tasks　in　two 　boys 　 with 　 autism ．　Results　 showed 　that 　identity

matching −to−sample 　tasks　were 　facilitated　when 　maintenance 　tasks　were 　interspersed　in　identity

matching −to−sample 　tasks．　After　interspersal　procedure　was 　intreduced，　one 　of 　two 　boys

gradually　acquired 　identity　matching −to−sample 　task　when 　taエget　tasks　were 　presented　enly ．

After　maintenance 　tasks　were 　withdrawn 　step 　by　step ，　a皿 other 　acquired 　identity　matching −to−

sample 　task 　when 　target 　tasks 　were 　presented　only ．　These　results　suggest 　that　（1）interspersal

procedure　facilitated　to　acqui エe　identity　matching −to−sample 　tasks ， （2）the　stimulus 　control 　that

were 　reinforced 　in　rnaintena 皿ce　tasks　may 　generalized　in　target　tasks ，（3）the　generalizatien　of

the　stimulus 　control 　may 　be　caused 　by　behavioral　momentum ，（4）the 　stimulus 　control 　in

maintenance 　tasks　may 　transfer　to　target　tasks．

Key 　Words ：interspersal　proceduエe，　identity　matching −to−sample ，　stimulus 　control
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